 各種共済保険の主な変更点について　　福祉厚生部
昨年度の法人改革に伴い、日歯福祉共済 →日歯福祉共済保険、日歯年金 → 日歯年金保険 など、それぞれ○○共済 から ○○共済保険 へ名称が変更され、原則入会時に強制的に加入とされていたものが、ほぼ任意になりました。以下に各種共済保険の今回の変更点について説明いたします。

【日歯福祉共済保険 】

月8500円×12か月＝年間102000円払込、35年支払うと357万円になる。
80歳以上かつ35年以上継続で保険料免除、立替払いや前払いは廃止、保険料払込の猶予期間を11か月とし、契約失効後36ヶ月以内の復活を新設した。
＜死亡共済保険金の改定＞　改定前は死亡時800万円だったが、改定後は45歳未満1000万円、45～60歳800万円、60～80歳600万円、80歳以上400万円に変更した。
火災、災害保険を受取り後に（全壊800万円、半壊は受取り資格なし）死亡時保険金も受け取れる。　

障害共済保険金の給付要件に「精神保健及び精神障害者福祉に間する法律により障害一級、二級に認定され歯科医師免許を返納した場合」が追加された。
財源不足のため５年後に再度見直しを行う。　

【道歯災害共済保険】
１物件 年額5000円 →6000円に負担増となったが、それでも非常に安い。
保険へ移行したことに伴い負担金免除は廃止、以前と違い２物件分受取りが可能になった（２物件で3000万円給付可能）。他の保険と併用の場合でも損保ジャパンだけはダブルで災害保険をもらえる。任意解約ができ解約返戻金が発生する。準会員は加入できなくなった。負担金額に対し給付額が大きいのがメリット。
【道歯入院保障共済保険】
年額12000円→21000円に負担増となった。
70歳になるまで負担、1年滞納で資格喪失、任意解約は可能で解約返戻金が発生する。
70歳か75歳（一度も利用していない場合）で給付は打切られる。準会員は加入できない。現在の運営は安定しているが、歯科医師会全体の高齢化のため５年後見直し。
例）会員が40年支払う保険料は84万円（年問保険 料21000円 x 40 年）

60歳以下で年に60日間人院した埸合の保険給付金は108万円

【小規模企業共済】

国の責任で利回りを若干良くしている。
掛け金が控除対象になるのでお得。加入促進手数料が会にも還元される。
（例）先生が月７万円の申込の場合、年14000円余りが還元される
＜お知らせ＞
改定前の資料、申請手順は「道歯ホームページ」→「会員ページ」→「各部報告」→「福祉厚生部」→「各種保険のしおり/災害共済申請手順」でご覧になることができます。

改定後の保険制度の資料は「岩歯DataBox」→「福祉厚生部」→「各種共済保険資料平成25年度版」でご覧になることができます。
